
○
「文
明
と
文
化
の
教
育
」山
崎
正
和 

三
年 

 

組 
 

 

番 

名
前 

 

課
題
プ
リ
ン
ト
③ 

 
 

１
・
教
科
書
第
三
段
落
（P1

9

・L6

～P
2
0

・L9

）を
読
ん
で
、
次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
「
文
明
の
教
育
～
異
な
り
ま
す
。
」
（P1

9

・L6

）
と
あ
る
が
、
二
つ
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
空
欄
に
適
す
る
語
を
本

文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

 

・
文
明
の
教
育
・・・文
明
は
頭
の
産
物
（頭
の
な
か
の
秩
序
・頭
の
な
か
の
技
術
を
物
質
化
し
た
も
の
）
な
の
で
容
易
に
広
ま
る
。 

・
文
化
の
教
育
・・・
文
化
は
（  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
容
易
に
は
広
が
ら
な
い
。 

  

（
２
）
「
近
年
、
中
国
や
～
し
て
い
ま
す
」
（P1

9
・L1

1

）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
の
具
体
例
か
。
答
え
と
な
る
箇
所
を
本

文
中
か
ら
四
十
四
字
で
抜
き
出
し
、
初
め
の
五
字
を
答
え
な
さ
い
。
（句
読
点
含
む
） 

    

（
３
）
「
手
順
が
人
の
目
に
見
え
る
」
（P2

0

・L4

）と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。
「
文
化
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。 

    

（
４
）
「
第
二
の
習
慣
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
空
欄
に
入
る
語
を
、
①
は
十
一
字
、
②
は
六
字
で
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え

な
さ
い
。 

  

・
日
常
的
な
行
為
が
（① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）さ
れ
、
そ
れ
が
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り 

 

（
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）く
ら
い
ま
で
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
。 

  

（
５
）
「
文
化
の
教
育
は
非
常
に
難
し
い
と
も
い
え
る
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
難
し
い
の
か
。
本
文
に
即
し
て
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

（
ヒ
ン
ト
・ 

（１
）と
（４
）の
答
え
を
整
理
し
て
解
答
を
作
っ
て
み
よ
う
） 

       

２
・
次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
な
さ
い
。 

 

・
い
さ
さ
か 

  

・
輩
出 

 


